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１ 役員挨拶  ２ 部員自己紹介 

３ 今年度の研究方針・視点について（古橋部⾧から） 

    研究主題：学んだことを社会や生活に生かす学習過程のあり方 

 〇視点１：「子どもの予想と見通しを大切にした単元づくり」で大切にしたいこと         

  ・「単元を見通す学習問題」を生み出すことで、子ども自身が学習をつくっていく主体性を育む。 

  ・「予想や学習計画を立てる」「単元の途中や終末において、単元をふり返る。」 

   →社会や生活に生かそうとする姿につながる 

  ・自らの学習を調整しようとする姿勢の育成。 

  ☆６学年部会で視点①について、研修を通して吟味すること（２点） 

   ・「単元を見通す学習問題」の解決に向けて、子どもの予想や見通しをもとに学習計画を立てた 

    ことが、その後の子どもの学習過程にどう生かされたか。 

   ・子どもが、何を（学習内容）、どのように（学習方法）学んだのか自覚するためには、どのよ 

うなふり返りをすればよいか。 

 ※昨年度の実践提案の引用 

  ・ノルマントン号事件 ・富岡製糸場（明治の政策）   

  ・年表を活用した授業（年表を教師が整理してまとめ児童に提示する。）→本年度も活用していく 

〇視点２：「本気の学習問題を追究し、社会的事象の意味等に迫る授業づくり」について 

 昨年度と変わったところ・・・社会的事象の意味に等を付け足した。 

 ☆６学年部会で視点②について、研修を通して吟味すること（４点） 

   ・本気の学習問題の成立過程 →児童の実態に合った問題設定 

   ・「本気の学習問題」が社会的事象の意味等に迫るものになっているか（本時目標の検証） 

   ・「子どものみとりにもとづいた、社会的事象の意味等に迫るための手だて（資料の精選、資料

提示のタイミング、板書、問い返し、発問など）は適切なものか。 

   ・１時間の授業の中で概念的知識を獲得しようとしている姿とはどのような子どもの言葉で表 

現されているか。 



   ※「概念的知識の獲得」とは・・・昨年度の６学年部会での解釈 

    ・社会的事象の特色や意味などを説明するための知識であり、具体的な事実の理解を積み上

げていくことが、概念的知識の獲得といえるのではないか。 

 

４ グループでの話合い活動 （視点①・②について） 

 （グループからの意見） 

・「社会的事象の意味」と「概念的知識」はどう違うのか？ 

 概念的知識は、社会的事象を自分の言葉で説明する力、汎用性につながるもののこと？ 

 社会的事象の意味とは、具体的にどういうこと？ 

 事実 →事実同士のつながり・背景 →社会的事象 →他の時代を見た時に、先に得た社会的

事象をもとに説明する力が、概念的知識？ 

・「概念的知識」は、子どもたちの中からどう表れてくるのか？→具体の姿を知りたい 

・視点①で「ふり返り」と出てきたが、単元のどこで評価するのか？ 

・視点②で、６年生の特殊性のある短い単元（歴史学習）で、本気の学習問題が本当にできるの

か？（４時間ぐらいしかない短い学習で、本気の学習問題ができるのか？） 

・視点２の社会的事象と概念的知識の検証には、授業記録をじっくり読んで、それをもとに考え

ていかなければ研究にならないのではないか。 

 →どのような子どもの言葉で語られているのか、じっくりみとることが大切 

 

５ ミニ提案について 

  今年は実践提案が少なく、授業研もできない。そのため、各研究会の始めの１５分、ミニ提案をし

て６つの視点の吟味をしていく。（模擬授業や紙面上での提案を考えている） 

 

６ 役割分担について 

  ＜本年度の実践提案２本＞ 

１１月４日（水） 提案者：八木 浩司先生（南吉田） 司会：本間 宏志先生（末吉） 

         記録：福田 恭祐先生（永田） 

１２月２日（水） 提案者：鈴木 亮 先生（下田） 司会：浦川 裕貴先生（洋光台第四） 

 記録：山口 暁風先生（小田） 

 

７ アンケートについて 

  本年度から４段階の数値をつけて、客観的に研究会のふり返りをしていく。 

  アンケートをもとに会の運営や会員への返しに活用していきたい。 

次回の市研 

７月３１日（水）県小社特別研修会 教科調査官小倉先生の講演会 南公会堂 人数制限あり 

８月 １日（火）の「県小社研 夏季特別研修会及び講演会」はありません。 

次回の市研は、９月９日（水）全小社の課題別提案のプレ提案です。 

                              文責 下島 孝志（瀬ケ崎小学校） 


